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松園地区の概要
●現在は 世帯数 約6,000世帯（県営アパート含む）、 人口 約16,000人
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・岩手県盛岡市の北部に位置する
・市中心部から車で20分（約6.8㎞）、盛岡駅まで車で
25分（約7.2㎞）。バスで30分～40分
・団地の入り口にバスターミナルがある（バスの便は比較的
良い）
・小学校3校、中学校2校、スーパー2店



Matsuzono Rebornプロジェクト研究会
• 2019年2月 Matsuzono Rebornプロジェクト研究会
発足

• 活動目的 松園ニュータウンを住み続けらる街に再生する

• 会員数 一般会員 ２５名
学生会員 ４名
法人会員 １４団体
合計 ４３名・団体

サポーター制度（興味のあるテーマについて自由に参加）

• 2019年3月 住宅団地再生ハンズオン支援採択
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令和2・3年の活動
（住民の声を出来るだけ拾い、形にする）
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アンケート調査（小中学生も含めた約2,500人が回答）
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現在のチーム体制
8つの目的を達成して松園を再生するために！！
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①公園キャンプチーム 男21名 女６名 計27名

④公共交通チーム 男22名 女３名 計25名

③中心づくりチーム 男32名 女９名 計41名

・デジタルチーム 男14名 女１名 計15名

②カフェチーム 男19名 女15名 計34名

・空き住宅チーム 男11名 女２名 計13名

・エネルギーチーム 男８名 女１名 計９名

・空き住宅チーム 男11名 女２名 計13名
（デジタル・エネルギー・空き住宅チームは休眠中）
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まずはやってみよう！！
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フッターを追加 13
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松園の中心づくり事業

松園地区の中心はどこなのか？中心地区にはどのような施設（機能）が欲しいのか？
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松園地区の中心をどうつくる？



法人化事業

任意団体から法人へ
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法人化事業
任意団から→法人に

任意団体としてのデメリット
• 社会的信用性が低い
• 代表者個人の名義での手続きとなるため、契約の締結・
財産管理が困難

• 代表者が変わった時、団体の運営・存続に支障をきたす

法人化することのメリット
• 社会的信用が高い
• 契約を法人名で締結できる
• 銀行の口座を法人名で開設できるため、団体の経理が明
確になる 

• 代表者が変更しても、法人として継続しての運営が続く
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法人化することのデメリット
• 課税される場合がある
• 適切な処理を行わなければならないため、運営が煩雑に
なる



独居高齢者等見守り実証実験事業

安心して住めるまちを目指して
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フッターを追加 20
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新たな地域交通導入検討事業

誰もが自由自在に移動できる街へ
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現在の松園地区の抱える問題と解決策

は、どうなのだろうか？？
そのために、準備としての調査、

松園地区と松園地区の交通の問題
• 住民の高齢化
• 高齢化に伴う免許返納
• バスの減便
• 運転手の高齢化
• 等々

それらを解決するために
• 自動運転バス
• （AI)オンデマンドバス
• 乗合タクシー
• ライドシェア
• 等々
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NTT東日本自動運転バスの実証実験を実施
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栃木県那須町 自動運転バス 実証実験
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失敗することを恐れるより、何もしないことを恐れろ（本田宗一郎）
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まずはやってみよう！！



ありがとうございました
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